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※ 本品は一人用です。同一患者にのみ使用してください 

※ 本品の性能を最大限に発揮するため、以下の手順を必ず守って装着してください。 

※ 装着位置が不適切な場合、自己抜去予防効果の低下や違和感の増強につながります。 

 

Sｔｅｐ１： 装着前の準備 
接着部位（鼻下・両頬）の皮脂・汗・水分を除去してください 

水または石鹸水で湿らせたガーゼで清拭後、十分に乾燥させてください 

アルコール等の揮発性消毒剤は使用しないでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【別途必要なテープ】 

  院内で使用している粘着力の高いテープを下記のように加工して事前に用意してください。 

※ 添付の「テープカット用テンプレート（実寸サイズ）」を参考にしてください（印刷時は「実際のサイズ／

100％」で出力） 最終ページに記載 

  ○A鼻翼固定用 Y字型 約 2-3.5cm×5cm(Y字型にカット) 

  ○Bチューブ保持溝用 約 3.5cm×5cm 

  ○C頬固定フラップ用 約 3-4cm×3cm 

  ○D補強用被覆 3ｃｍ×3cm(切り込みを入れる) 

 

 

 

 

 

 

 

 

テープ固定前               テープ固定後 
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Ｓｔｅｐ2： ホルダー中央位置の決定 

① ホルダー中央の鼻下支持部の上縁を、鼻柱基部に軽く当てます（図 1） 

② 正中をしっかり合わせ、左右それぞれの「鼻孔」と「チューブ保持溝の開口部」が一致することを確認

します（図 2） 

【重要ポイント】 

鼻先ではなく、鼻柱部直下にあて、皮膚には触れないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （図 1）                  図 2 

Ｓｔｅｐ3： 頬部固定フラップの貼付 
① 頬部固定フラップの剥離紙（フィルム）を剥がす前に、頬部固定フラップを手の中で約 60 秒間温め

ます（ハイドロコロイドは体温で溶着し、接着力が高まります） 

② 両側の頬部固定フラップの剥離紙を剥がします 

③ ホルダーを左右に軽く広げながら、頬骨に沿わせるイメージで貼付します（図 3） 

④ このとき、頬部固定フラップが「耳の上半分」に向かうよう装着します（図 4） 

⑤ 貼付後、60秒間軽く押さえて固定してください（図 5） 

※ ハイドロコロイドは貼り直しができません 

※ 位置修正が必要な場合は、新品に交換してください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 3                 図 4                図 5 
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Ｓｔｅｐ4： 中央補強テープの貼付 
① ○A鼻翼固定用 Y字型テープを準備 

② ○A鼻翼固定用 Y 字型テープの二股部分を両鼻翼に貼付し、直線部分をホルダーの鼻下支持部に

貼付します（図 6） 

③ ホルダー鼻下支持部の裏側まで回し込むように貼付してください（図 7） 

 

 

 

 

 

 

 

 
          図 6                      図 7 

 

Ｓｔｅｐ5：胃管の固定 
① 胃管を、鼻に近い側のチューブ保持溝から通しはめ込みます（図 8） 

② 溝内の 3か所の保持突起で、胃管が確実に保持されていることを確認してください 

※12～16Frの各種サイズの経鼻胃管に対応しています 

 

 

 

 

 

 

 

 
               図 8 

Ｓｔｅｐ6：追加固定 
① チューブ保持溝部分で胃管とホルダーを「○Bチューブ保持溝用テープ」で巻き付け固定します(図 9) 

② 頬部固定フラップ上で胃管を横方向に「○C頬固定フラップ用テープ」で固定します（図 10） 

③ さらに、「○D補強用被覆テープ(切り込み入り」で頬部固定フラップの耳側から追加固定します（図 11） 

 

 

 

 

 

 

 

 
       図 9                  図 10                  図 11 
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Ｓｔｅｐ7：ベルト固定 
① ホルダー両側のベルト通孔にベルトを通し、耳の上を通して後頭部に回します（図 12) 

② ベルトの長さを調整し、緩みがないようしっかり固定します(図 13) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
               図 12                      図 13 

 

 

【使用期間の目安】 
本品は、約 5日間の連続使用が可能です 

 ※使用環境、皮膚状態、接着状況により、使用期間が短くなる場合があります 

 ※皮膚トラブルが認められた場合は、使用期間にかかわらず直ちに使用を中止してください 

 

【取り外し方法】 
ガーゼ等にぬるま湯、生理食塩水、または粘着テープ剥離剤を十分に含ませます。皮膚とテープの境

界を湿らせながら、皮膚を押さえるようにしてゆっくり剥がします。強く引っ張ったり、一気に剥がしたり

しないでください（皮膚トラブルの原因となります） 

 

【頬部固定フラップ部ハイドロコロイドテープの交換方法】 
① 頬部固定フラップに貼付されているハイドロコロイドテープ（皮膚接着用テープ）をすべて剥がし、フ

ラップ表面の汚れを除去します 

② 新しいハイドロコロイドテープの剥離紙と反対側（非粘着面）を、頬部固定フラップの貼付面に合わ

せます 

③ 不織布テープを用いてハイドロコロイドテープをフラップに固定し、全体をしっかり押さえます 

④ 反対側の頬部固定フラップも同様に交換してください 

※ 頬部固定フラップ部のハイドロコロイドテープは、皮膚との接着力低下や汚染が認められた場

合に交換してください。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

静岡市葵区大鋸町 1 番地の 12 

TEL: 054-252-1141 

【注意・警告事項】 

 

◆ 本品は医療機器との併用による補助的な製品（雑品）であり生命維持・治療・診断を目的とした医療

機器ではありません。 

◆ 本品は医療機器との併用による補助的なテープ製品（雑品）でありチューブ固定、チューブ保護の

確実性を保証するものではありません。 

◆ ご使用前に併用する医療機器間の接続、性能等に問題ないか確認してください。 

◆ ご使用前に製品の破損がないか必ず確認してください。 

◆ 本品の使用は定期的に新しいものと交換してください。 また、皮膚状態、湿度、体位、使用機器 

等の使用環境により早期交換が必要になる場合があります。定期観察で事前に“はがれ”等の異常

を予見し、早期交換を行ってください。 

◆ 異常が早期に発見できるよう常に観察してください。特に体動、分泌物の多い場合は注意深く観察

してください。 

◆ 固定が不十分と思われる場合には使用を中止してください。 

◆ 肌に炎症等が生じた場合は、直ちに使用を中止してください。 

◆ 本品を安全にご使用頂くために、ご使用に際してのプロトコル（院内の使用手順・基準）を作成してく

ださい。 

◆ 経鼻チューブの挿入およびチューブ交換、テープ交換に関しては院内のプロトコルに従って下さい。 

【保管と使用期限】 

⚫ 使用期限は製造から＜２年＞です。 

⚫ 保管は一般的な病院内の室温保存で直射日光が当たらない場所。夏場や冬場の外気温に近くなる

ような保管場所はお避け下さい。 
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【テープカット用テンプレート（実寸サイズ）】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


